
益城町仮設住宅での聞き取りと
災害時社会調査のあり方について

熊本大学 円山琢也

熊本地震を踏まえた応急対策・生活支援策検討ＷＧ 2016 .9 .29
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益城町被害概況

• ２回の震度７

• 人口3.3万人

• 死者 23名

• 住家1.1万のうち
全壊+大規模半壊:
約4300

半壊: 約2400 

• 町役場 職員数 160人

• マンパワー不足
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目的

（１）現時点で不自由な点，不安などを幅広く伺う

（２）今後のお住まいに関する希望を伺う

熊本大学の学生が2人1組で1軒

ずつ訪問

【時期】カギ渡し日から２週間後
※不在世帯は何度も訪問

短くて 10〜15分，長い場合は１〜２時間

じっくりお話を伺う

手法

益城町仮設住宅での聞き取り調査概要
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調査実施済みの世帯数推移(9/20時点)

６月30日から開始

調査実施日 (6月〜9月： 48日間)

熊本大学学生ボランティア 56名

418人・日（延べ人数）

７月 8月

全1556戸

873世帯

9月
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益城町仮設住宅居住者の人口ピラミッド

56月30日〜8月31日分 N=1487

益城町全体



１７団地
1556戸

益城町仮設団地図
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仮設団地別 入居者の年齢分布
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仮設団地別 世帯人数
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孤立化対策 特に男性一人暮らし
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仮設１世帯あたりの自動車保有台数
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仮設団地別の自動車保有状況
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仮設居住者の地震前の住居と被災状況

所有形態と住居形態

被災状況
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持家 借家 その他 総計
一戸建て 630 44 12 686
マンション・アパート 3 52 1 56
その他 2 4 2 8
総計 635 100 15 750

全壊 大規模半壊 半壊 その他 総計
一戸建て 584 57 37 8 686
マンション・アパート 45 7 4 56
その他 4 2 2 8
総計 633 66 41 10 750



今後の住まい
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仮設住宅後の
住まいの希望

6月30日〜8月11日分
N=259

聞き取り数：259世帯

開設が早かった赤井・広

崎・津森・飯野の４団地

の回答率：75．8%

・自宅再建が理想だが経済面で厳しいので復興

住宅ができればそこに住むのも良い

・もともと住んでいた地区に復興住宅を建設し

てほしい

・自宅再建の予定だが平屋にする予定

・家族が一緒になって住める家屋を希望

・益城町は住み慣れている。愛着もある。

・再建できる地盤か分からないが、元の場所が

良い

・子供の校区を変えたくない

・お金が無いから先のことは考えられない

・車を運転できなくなるかもしれないからバス

停の近く
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小学校区別 仮設後の居住意向
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聞き取りの中間まとめ と 今後

•古くからの住民 (農村部) は自宅再建を希望
•新住民 (熊本市のベットタウン) は 別位置再建も多い

•経済的に厳しい高齢者世帯は復興住宅 (災害公営住宅)希望
•持ち家 の広い 一戸建て → 平屋の再建意向多数

•自宅が再建できる地盤かどうかの情報を住民は求めている

•仮設団地別に特性が異なる
（年齢分布・就業状況・自動車保有状況・コミュニティ形成）

•特性に応じた支援が必要： 地域支え合いセンター，デマンドタ
クシー，タクシーチケット配布 etc

•半年後，１年後，１年半後にパネル調査予定
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地元大学

被災者行政

現場での学び

若者との会話の機会
仮設住宅の環境改善

復興計画に必要
な情報入手
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定期的な活動報告

調査結果の速報

信頼関係

インターネットにアク
セスできない住民
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県内外の大学との連携

•熊本学園大学,熊本県立大学
•九州大学、佐賀大学、九州工業大学，大分大学

•青山学院大学,関西学院大学，自治医大，慶應義塾大学，
東京大学，京都大学

•学生有志の皆さん
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地元⼤学

被災者⾏政

地元⼤学

被災者⾏政

⼤学 研究機関
⼤学 ⼤学 ⼤学 研究機関

⼤学 ⼤学

めざす状態(１)
益城町仮設聞き取り第１弾被災地の姿
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地元⼤学

被災者⾏政

⼤学

研究機関

⼤学

⼤学

めざす状態（２）
益城町仮設聞き取り第2弾以降

連携・調整
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重要と思うこと（１）

•復興の主役は住民であり，長期的に責任を担うのは町役場

•住民・役場職員の意志を最大限尊重し，地元大学は迷惑にな
らない支援を長期的に継続すべき

•支援者の支援が重要
•支援者の通常業務を担うことも立派な支援

•現場のニーズは日々変化
•長期的な支援の重要性
•地元の役割
•休むこと
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重要と思うこと（２）

• 「ぬけ， もれ， むら」 が無い支援

• プレハブ仮設居住者だけが被災者ではない
•みなし仮設居住者に町に帰ってきてもらえるように
•被災者の自立につながる支援を

• フットワークの軽さ，スピード感
• すぐに結果を求めない

•支援者のマネジメント・連絡・調整
•活動記録をつける・ふりかえる
•支援活動の資金確保 (スポンサー探し)
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被災地での研究活動…

•研究活動：DVT(血栓症)調査，職員へのインタビュー調査，エ
スノグラフィ調査，避難所実態調査，トレーラーハウス利用実
態調査，車中泊実態調査，コミュニティ形成調査，復興支援バ
ス乗り込み調査，カビ対策調査，健康訪問調査，仮設住宅建
築空間調査，活断層調査，地盤調査，トレンチ調査 etc

• ピンポン恐怖症

•調査公害を乗り越えた研究者の支援とは…
•必ず結果を地元・町に還元を：一般市民にも分かるコトバで
•被災者に寄り添う姿勢を忘れずに

co276450
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仮設団地別 入居者の就業状態
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仮設団地別 一人暮らしの高齢者数
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小学校区別 地震前の居住年数
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小学校区別 地震前の居住年数
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小学校区別 地震前の居住年数
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熊本大学星野研究室製作

co276450
タイプライターテキスト
33



co276450
タイプライターテキスト
34



・秋津川河川公園に設置予定

・２つのコンテナをＬ字に配置し
ウッドデッキと一体利用可

・ワークショップにてペンキ塗装
やウッドデッキ製作等を行う

・９月末に第一期完成予定
（現在確認申請提出準備中)

ましきラボ

設置予定地

イメージ

配置図

平面図
立面図

まちからアクセスしやすい秋津川河川公園に
まちづくり拠点としてのラボを開設します。

設計 熊本大学建築学科 田中智之准教授
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住民の声

• ぜいたくは言えないが、仮設は狭い
• 車を運転できないが家族(知人)に送迎してもらい 病院や買い物
へ行っている

• 空港から離着陸する飛行機を撮影するのが趣味 になった（テクノ
団地居住者）

• 近所の方が近くの仮設に住んでいてよかった
• ポスト, ATM, 街灯,ミラー,出張所等が欲しい
• 倒壊した家に埋まっている仏壇を早く拝みたい
• 高齢者だけでなく働く母親世代のことも考えて
• 熊本高森線は四車線化するべき
• 孫の世代に向けて地震に強いまちにして欲しい
• ラジオ体操をしたい
• 明るく楽しく仮設住宅での2年間を過ごしたい
• 若者があふれるまちづくりを！
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